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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】好適に眼鏡装用パラメータを算出する装置、方
法、プログラムを提供する。
【解決手段】被検者の眼鏡装用パラメータを測定するた
めの眼鏡装用パラメータ取得装置であって、被検者によ
って装用された眼鏡に向けて光束を照射して、眼鏡レン
ズ部分の第１信号を取得するための第１光学系と、眼鏡
を装用した被検者に向けて眼鏡を介して光束を照射して
、少なくとも角膜部分を含む被検眼の第２信号を取得す
るための第２光学系と、を備え、第１光学系による第１
信号と、第２光学系による第２信号と、を演算処理して
、被検者の眼鏡装用パラメータを取得する演算手段と、
を備えることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者の眼鏡装用パラメータを測定するための眼鏡装用パラメータ取得装置であって、
　被検者によって装用された眼鏡に向けて光束を照射して、眼鏡レンズ部分の第１信号を
取得するための第１光学系と、
　前記眼鏡を装用した前記被検者に向けて前記眼鏡を介して光束を照射して、少なくとも
角膜部分を含む被検眼の第２信号を取得するための第２光学系と、
　を備え、
　前記第１光学系による前記第１信号と、前記第２光学系による前記第２信号と、を演算
処理して、前記被検者の眼鏡装用パラメータを取得する演算手段と、
　を備えることを特徴とする眼鏡装用パラメータ取得装置。
【請求項２】
　請求項１の眼鏡装用パラメータ取得装置において、
　前記第１光学系は、光束を平行光束とする第１レンズと、前記１レンズを介して伝達さ
れた前記平行光束を受け取り、前記平行光束を前記眼鏡レンズ部分の合焦領域へ合焦させ
るように構成された第２レンズと、前記眼鏡レンズ部分の前記合焦領域から反射された反
射光束を受光する第１検出器と、を有し、前記第１検出器によって反射光束を受光するこ
とで前記第１信号を取得し、
　前記第２光学系は、光束を平行光束とする第３レンズと、前記３レンズを介して伝達さ
れた前記平行光束を受け取り、前記平行光束を前記被検眼の合焦領域へ合焦させるように
構成された第４レンズと、前記被検眼の前記合焦領域から反射された反射光束を受光する
第２検出器と、を有し、前記第２検出器によって反射光束を受光することで前記第２信号
を取得することを特徴とする眼鏡装用パラメータ取得装置。
【請求項３】
　請求項２の眼鏡装用パラメータ取得装置において、
　前記第１光学系は、前記第２レンズを前記第１光学系の光路に沿って移動する第１移動
手段を備え、前記第１移動手段を移動することによって合焦領域を変更し、
　前記第２光学系は、前記第４レンズを前記第２光学系の光路に沿って移動する第２移動
手段を備え、前記第２移動手段を移動することによって合焦領域を変更することを特徴と
する眼鏡装用パラメータ取得装置。
【請求項４】
　請求項１の眼鏡装用パラメータ取得装置において、
　前記第１光学系は、前記第１光学系の一部の光路を共用する第１測定光学系と、第１参
照光学系と、前記第１測定光学系を介して前記眼鏡に向けて照射された光束の反射光束と
前記第１参照光学系からの参照光束との干渉信号を検出する第３検出器と、を備え、前記
第３検出器によって干渉信号を検出することで前記第１信号を取得し、
　前記第２光学系は、前記第２光学系の一部の光路を共用する第２測定光学系と、第２参
照光学系と、前記第２測定光学系を介して前記被検者に向けて照射された光束の反射光束
と前記第２参照光学系からの参照光束との干渉信号を検出する第４検出器と、を備え、前
記第４検出器によって干渉信号を検出することで前記第２信号を取得することを特徴とす
る眼鏡装用パラメータ取得装置。
【請求項５】
　請求項４の眼鏡装用パラメータ取得装置において、
　前記第１参照光学系と、前記第２参照光学系と、の光路長差に基づいて、前記眼鏡レン
ズ部分と前記少なくとも角膜部分を含む前記被検眼との間の距離を決定する設定手段と、
　を備えることを特徴とする眼鏡装用パラメータ取得装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかの眼鏡装用パラメータ取得装置において、
　前記演算手段は、前記第１光学系による前記第１信号と、前記第２光学系による前記第
２信号と、を演算処理して、前記眼鏡レンズ部分と前記少なくとも角膜部分を含む前記被
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検眼との断面画像を取得することを特徴とする眼鏡装用パラメータ取得装置。
【請求項７】
　請求項６の眼鏡装用パラメータ取得装置において、
　前記演算手段は、前記断面画像に基づいて、眼鏡装用パラメータを取得することを特徴
とする眼鏡装用パラメータ取得装置。
【請求項８】
　被検者の眼鏡装用パラメータを測定するための眼鏡装用パラメータ取得方法であって、
　被検者によって装用された眼鏡に向けて光束を照射して、眼鏡レンズ部分の第１信号を
取得するための第１光学系によって、前記第１信号を取得する第１信号取得ステップと、
　前記眼鏡を装用した前記被検者に向けて前記眼鏡を介して光束を照射して、少なくとも
角膜部分を含む被検眼の第２信号を取得するための第２光学系によって前記第２信号を取
得する第２信号取得ステップと、
　前記第１信号取得ステップによって取得された前記第１信号と、前記第２信号取得ステ
ップによって取得された前記第２信号と、を演算処理して、前記被検者の眼鏡装用パラメ
ータを取得する演算ステップと、
　を備えることを特徴とする眼鏡装用パラメータ取得方法。
【請求項９】
　被検者の眼鏡装用パラメータを測定するための眼鏡装用パラメータ取得装置において実
行される眼鏡装用パラメータ取得プログラムであって、
　前記眼鏡装用パラメータ取得装置のプロセッサによって実行されることで、
　被検者によって装用された眼鏡に向けて光束を照射して、眼鏡レンズ部分の第１信号を
取得するための第１光学系によって、前記第１信号を取得する第１信号取得ステップと、
　前記眼鏡を装用した前記被検者に向けて前記眼鏡を介して光束を照射して、少なくとも
角膜部分を含む被検眼の第２信号を取得するための第２光学系によって前記第２信号を取
得する第２信号取得ステップと、
　前記第１信号取得ステップによって取得された前記第１信号と、前記第２信号取得ステ
ップによって取得された前記第２信号と、を演算処理して、前記被検者の眼鏡装用パラメ
ータを取得する演算ステップと、
　を前記眼鏡装用パラメータ取得装置に実行させることを特徴とする眼鏡装用パラメータ
取得プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、眼鏡を製作するために必要な被検者の眼鏡装用パラメータを測定するための
眼鏡装用パラメータ取得装置、眼鏡装用パラメータ取得方法、及び眼鏡装用パラメータ取
得プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　眼鏡フレームを装用した状態の被検者の顔を撮影し、その画像から眼鏡を製作するため
に必要な眼鏡装用パラメータを算出する眼鏡装用パラメータ取得装置が提案されている（
特許文献１参照）。
【０００３】
　従来、アタッチメントやシール等が眼鏡（例えば、眼鏡フレームに眼鏡レンズが取り付
けられた眼鏡、又は、眼鏡フレームのみの眼鏡）に取り付けられ、撮影された撮影画像で
は、それらを目印として眼鏡の位置を検出し、眼鏡装用パラメータを測定していた（特許
文献２参照）。また、アタッチメントやシール等を眼鏡に取り付けること無く、撮影を行
った場合、撮影画像より眼鏡の眼鏡フレーム部分のエッジを検出することによって、眼鏡
を検出していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２１６０４９号公報
【特許文献２】特表２０１０－５０３８８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、眼鏡装用パラメータを精度よく測定する場合に、眼鏡と被検眼との位置関係
を精度よく検出する必要がある。しかしながら、眼鏡を装用した状態の被検者の顔を種々
の方向から撮影した場合であっても、眼鏡フレームが邪魔となり、眼鏡と被検眼との位置
関係を精度よく取得することが困難であった。
【０００６】
　本開示は、上記問題点の少なくとも１つを鑑み、好適に眼鏡装用パラメータを算出する
ことのできる眼鏡装用パラメータ取得装置、眼鏡装用パラメータ取得方法、及び眼鏡装用
パラメータ取得プログラムを提供することを技術課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）　本開示の第１態様に係る眼鏡装用パラメータ取得装置は、被検者の眼鏡装用パ
ラメータを測定するための眼鏡装用パラメータ取得装置であって、被検者によって装用さ
れた眼鏡に向けて光束を照射して、眼鏡レンズ部分の第１信号を取得するための第１光学
系と、前記眼鏡を装用した前記被検者に向けて前記眼鏡を介して光束を照射して、少なく
とも角膜部分を含む被検眼の第２信号を取得するための第２光学系と、を備え、前記第１
光学系による前記第１信号と、前記第２光学系による前記第２信号と、を演算処理して、
前記被検者の眼鏡装用パラメータを取得する演算手段と、を備えることを特徴とする。
（２）　本開示の第２態様に係る眼鏡装用パラメータ取得方法は、被検者の眼鏡装用パラ
メータを測定するための眼鏡装用パラメータ取得方法であって、被検者によって装用され
た眼鏡に向けて光束を照射して、眼鏡レンズ部分の第１信号を取得するための第１光学系
によって、前記第１信号を取得する第１信号取得ステップと、前記眼鏡を装用した前記被
検者に向けて前記眼鏡を介して光束を照射して、少なくとも角膜部分を含む被検眼の第２
信号を取得するための第２光学系によって前記第２信号を取得する第２信号取得ステップ
と、前記第１信号取得ステップによって取得された前記第１信号と、前記第２信号取得ス
テップによって取得された前記第２信号と、を演算処理して、前記被検者の眼鏡装用パラ
メータを取得する演算ステップと、を備えることを特徴とする。
（３）　本開示の第３態様に係る眼鏡装用パラメータ取得プログラムは、被検者の眼鏡装
用パラメータを測定するための眼鏡装用パラメータ取得装置において実行される眼鏡装用
パラメータ取得プログラムであって、前記眼鏡装用パラメータ取得装置のプロセッサによ
って実行されることで、被検者によって装用された眼鏡に向けて光束を照射して、眼鏡レ
ンズ部分の第１信号を取得するための第１光学系によって、前記第１信号を取得する第１
信号取得ステップと、前記眼鏡を装用した前記被検者に向けて前記眼鏡を介して光束を照
射して、少なくとも角膜部分を含む被検眼の第２信号を取得するための第２光学系によっ
て前記第２信号を取得する第２信号取得ステップと、前記第１信号取得ステップによって
取得された前記第１信号と、前記第２信号取得ステップによって取得された前記第２信号
と、を演算処理して、前記被検者の眼鏡装用パラメータを取得する演算ステップと、を前
記眼鏡装用パラメータ取得装置に実行させることを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】眼鏡装用パラメータ取得装置の構成について説明するブロック図である。
【図２】ＯＣＴデバイスの構成について説明する概略構成図である。
【図３】モニタの画面上に断面画像と正面画像が表示された場合の一例を示す図である。
【図４】取得された断面画像の解析処理について説明する図である。
【図５】断面画像において眼鏡レンズ側から被検眼側に向かって輝度レベルを検出するこ
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とで取得される輝度分布を示す例である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　＜概要＞
　以下、本実施形態を図面に基づいて説明する。図１～図５は本実施形態に係る眼鏡装用
パラメータ取得装置の構成について説明する図である。なお、以下の説明において、被検
者の左右方向をＸ軸方向、被検者の上下方向をＹ軸方向、被検者の前後方向をＺ軸方向と
して説明する。なお、以下の＜＞にて分類された項目は、独立又は関連して利用されうる
。
【００１０】
　なお、本開示においては、本実施形態に記載した装置に限定されない。例えば、下記実
施形態の機能を行う端末制御ソフトウェア（プログラム）をネットワーク又は各種記憶媒
体等を介して、システムあるいは装置に供給する。そして、システムあるいは装置の制御
装置（例えば、ＣＰＵ等）がプログラムを読み出し、実行することも可能である。
【００１１】
　例えば、眼鏡装用パラメータ取得装置（例えば、眼鏡装用パラメータ取得装置１）は、
被検者の眼鏡装用パラメータを測定するための装置である。例えば、眼鏡装用パラメータ
取得装置は、第１光学系（例えば、ＯＣＴ光学系１００）と、第２光学系（例えば、ＯＣ
Ｔ光学系１００）と、を備えていてもよい。例えば、第１光学系は、被検者によって装用
された眼鏡に向けて光束を照射して、眼鏡レンズ部分の第１信号を取得するために用いら
れてもよい。例えば、第２光学系は、眼鏡を装用した被検者に向けて眼鏡を介して光束を
照射して、少なくとも角膜部分を含む被検者眼の第２信号を取得するために用いられても
よい。例えば、眼鏡装用パラメータ取得装置は、演算手段（例えば、制御部７０）を備え
ていてもよい。例えば、演算手段は、第１光学系による第１信号と、第２光学系による第
２信号と、を演算処理して、被検者の眼鏡装用パラメータを取得するようにしてもよい。
このような構成によって、例えば、眼鏡フレームが邪魔となることを抑制し、眼鏡と被検
眼との位置関係の情報を精度よく取得することができる。これによって、好適に眼鏡装用
パラメータを算出することができる。
【００１２】
　例えば、眼鏡装用パラメータとは、瞳孔情報（例えば、瞳孔位置、瞳孔径等）およびフ
レーム情報（例えば、フレームの幅、フレーム位置等）等の少なくともいずれかであって
もよい。また、例えば、眼鏡装用パラメータとは、瞳孔情報およびフレーム情報から求め
られるような、瞳孔間距離、アイポジション高さ（フィッティングポイント高さ）等の束
なくともいずれかであってもよい。また、例えば、眼鏡装用パラメータとしては、フレー
ム前傾角度、眼鏡装用距離等の少なくともいずれかであってもよい。
【００１３】
　＜第１光学系及び第２光学系＞
　なお、例えば、第１光学系と第２光学系は、制御手段（例えば、制御部７０）によって
制御され、信号の取得が行われるようにしてもよい。なお、例えば、光学系を制御する制
御手段は、第１光学系と第２光学系とで、共通の制御手段が用いられてもよいし、別途そ
れぞれ制御手段が用いられるようにしてもよい。
【００１４】
　例えば、第１信号と第２信号が含まれる信号を取得されるようにしてもよい。この場合
、例えば、第１光学系と第２光学系との少なくとも一部が兼用され、１つの信号として取
得されるようにしてもよい。また、例えば、第１信号と第２信号はそれぞれ異なる信号と
して首藤されるようにしてもよいで。
【００１５】
　例えば、第１信号としては、眼鏡レンズ部分の少なくとも一部の信号が含まれる構成で
あってもよい。例えば、眼鏡レンズ部分としては、眼鏡レンズの前面部分、眼鏡レンズの
後面部分、及び眼鏡レンズのコバ面部分の少なくともいずれかを含む眼鏡レンズ部分であ
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ってもよい。もちろん、第１信号としては、眼鏡レンズ部分に関する信号であればよく、
上記眼鏡レンズ部位を含む信号に限定されない。
【００１６】
　例えば、第２信号としては、角膜部分を含む被検者眼の少なくとも一部の信号が含まれ
る構成であってもよい。例えば、第２信号としては、角膜部分に加えて、水晶体部分、及
び眼底部分の少なくともいずれかを含む信号であってもよい。もちろん、第２信号として
は、少なくとも角膜部分を含む構成であればよく、水晶体部分、眼底部分を含む信号に限
定されない。
【００１７】
　例えば、第１光学系と第２光学系とで、別途それぞれ光学系が設けられている構成であ
ってもよい。また、例えば、第１光学系と第２光学系とで、光学系の少なくとも一部の部
材が兼用される構成であってもよい。第１光学系と第２光学系とで少なくとも一部の部材
が兼用される構成として、例えば、第１光学系と第２光学系とで少なくとも光源が兼用さ
れる構成であってもよい。また、例えば、第１光学系と第２光学系とで少なくとも検出器
が兼用される構成であってもよい。
【００１８】
　例えば、第１光学系と第２光学系とによって、同一のタイミングで、第１信号と第２信
号とが取得される構成としてもよい。また、例えば、第１光学系と第２光学系とによって
、異なるタイミングで第１信号と第２信号が取得されるようにしてもよい。異なるタイミ
ングで第１信号と第２信号を取得する場合、例えば、信号の取得を行う光学系を第１光学
系と第２光学系とを切り換える切換手段を有していてもよい。例えば、切換手段によって
、第１光学系と第２光学系とを切り換えることで、第１光学系又は第２光学系の一方によ
って、第１信号又は第２信号が取得されるようにしてもよい。なお、一例として、第１光
学系と第２光学系とで、光学系の少なくとも一部の部材が兼用される構成の場合に、切換
手段が用いられるようにしてもよい。
【００１９】
　例えば、第１光学系は、第１レンズと、第２レンズと、第１検出器と、を備える構成で
あってもよい。例えば、第１レンズは光束を平行光束とするレンズであってもよい。例え
ば、第２レンズは、第１レンズを介して伝達された平行光束を受け取り、平行光束を眼鏡
レンズ部分の合焦領域へ合焦させるように構成されたレンズであってもよい。例えば、第
１検出器は、眼鏡レンズ部分の合焦領域から反射された反射光束を受光する検出器であっ
てもよい。このような構成の場合、例えば、第１光学系は、第１検出器によって反射光束
を受光することで第１信号を取得する構成であってもよい。
【００２０】
　また、例えば、第２光学系は、第３レンズと、第４レンズと、第２検出器と、を備える
構成であってもよい。例えば、第３レンズは光束を平行光束とするレンズであってもよい
。例えば、第４レンズは、第１レンズを介して伝達された平行光束を受け取り、平行光束
を被検眼の合焦領域へ合焦させるように構成されたレンズであってもよい。例えば、第２
検出器は、少なくとも角膜部分を含む被検眼の合焦領域から反射された反射光束を受光す
る検出器であってもよい。このような構成の場合、例えば、第２光学系は、第２検出器に
よって反射光束を受光することで第２信号を取得する構成であってもよい。
【００２１】
　上記のような構成の場合、例えば、演算手段は、第１検出器によって受光された第１信
号と、第２検出器によって受光された第２信号と、を演算処理して、眼鏡レンズ部分と少
なくとも角膜部分を含む前記被検眼との断面画像を取得するようにしてもよい。
【００２２】
　例えば、上記のように、眼鏡装用パラメータ取得装置は、第１光学系が、第１レンズと
、第２レンズと、第１検出器と、を有し、第１検出器によって反射光束を受光することで
第１信号を取得するようにしてもよい。また、例えば、眼鏡装用パラメータ取得装置は、
第２光学系が、第３レンズと、第４レンズと、第２検出器と、を有し、第２検出器によっ
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て反射光束を受光することで第２信号を取得するようにしてもよい。このような構成によ
って、より容易な光学系で精度よく眼鏡装用パラメータを取得することができる。
【００２３】
　さらに、例えば、第１光学系は、第２レンズを第１光学系の光路に沿って移動する第１
移動手段を備え、第１移動手段を移動することによって合焦領域を変更するようにしても
よい。例えば、第１移動手段は、駆動源（例えば、モータ等）と、駆動制御手段と、を有
し、駆動制御手段が駆動源を制御することによって、第２レンズを移動させるようにして
もよい。また、さらに、例えば、第２光学系は、第４レンズを第２光学系の光路に沿って
移動する第２移動手段を備え、第２移動手段を移動することによって合焦領域を変更する
ようにしてもよい。例えば、第２移動手段は、駆動源（例えば、モータ等）と、駆動制御
手段と、を有し、駆動制御手段が駆動源を制御することによって、第４レンズを移動させ
るようにしてもよい。
【００２４】
　このような構成によって、例えば、眼鏡レンズ部分と少なくとも角膜部分を含む被検眼
との少なくとも一方の大きさや位置が異なることによって、眼鏡レンズ部分と少なくとも
角膜部分を含む被検眼との少なくとも一方の合焦領域と、それぞれに照射される平行光束
の合焦位置と、がずれていた場合であっても、眼鏡レンズ部分及び少なくとも角膜部分を
含む被検眼の合焦領域と、それぞれの平行光束の合焦位置と、容易に調整することができ
る。これによって、精度よく眼鏡装用パラメータを取得することができる。
【００２５】
　例えば、第１光学系及び第２光学系は、ＯＣＴ光学系であってもよい。例えば、ＯＣＴ
光学系は、ＯＣＴ原理を用いて、眼鏡レンズ部分又は少なくとも角膜部分を含む被検眼の
ＯＣＴデータを得るための干渉計に係る構成を備えてもよい。なお、例えば、ＯＣＴ光学
系は、フーリエドメイン光コヒーレンストモグラフィー（ＦＤ－ＯＣＴ）が基本的構成で
あってもよい。また、例えば、ＯＣＴ光学系は、被検物の反射強度を検出するためのスダ
ンダートＯＣＴ、被検物のモーションコントラストデータを検出するためのＯＣＴアンジ
オグラフィー（例えば、ドップラーＯＣＴ）、偏光感受ＯＣＴ（ＰＳ－ＯＣＴ：polariza
tion sensitive OCT）等であってもよい。また、例えば、ＯＣＴ光学系は、スダンダート
ＯＣＴとＰＳ－ＯＣＴとが複合されたマルチファンクションＯＣＴであってもよい。なお
、例えば、ＦＤ－ＯＣＴとしては、波長掃引式ＯＣＴ（ＳＳ－ＯＣＴ：Swept source-OCT
）、スペクトルドメインＯＣＴ（ＳＤ－ＯＣＴ：Spectral Domain OCT）を用いてもよい
。
【００２６】
　例えば、第１光学系がＯＣＴ光学系である場合、第１光学系は、第１測定光学系（例え
ば、測定光学系１０６）と、第１参照光学系（例えば、参照光学系１１０）と、第３検出
器（例えば、検出器１２０）と、を有し、第３検出器によって干渉信号を検出することで
第１信号を取得するようにしてもよい。例えば、第１測定光学系は、第１光学系の一部の
光路を共用するようにしてもよい。例えば、第３検出器は、第１測定光学系を介して眼鏡
に向けて照射された光束の反射光束と第１参照光学系からの参照光束との干渉信号を第１
信号として検出するようにしてもよい。この場合、例えば、演算手段は、第１光学系によ
る第１信号（この場合、干渉信号）のスペクトル強度（スペクトル干渉信号）を処理する
ことによって、眼鏡レンズ部分の第１ＯＣＴ信号を取得するようにしてもよい。例えば、
演算手段は、第１ＯＣＴ信号に基づいて、眼鏡レンズ部分の第１ＯＣＴ画像データを取得
するようにしてもよい。
【００２７】
　また、例えば、第２光学系がＯＣＴ光学系である場合、第２測定光学系（例えば、測定
光学系１０６）と、第２参照光学系（例えば、参照光学系１１０）と、第４検出器（例え
ば、検出器１２０）と、を有し、第４検出器によって干渉信号を検出することで第２信号
を取得するようにしてもよい。例えば、第２測定光学系は、第２光学系の一部の光路を共
用するようにしてもよい。例えば、第４検出器は、第２参照光学系と、第２測定光学系を
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介して被検者に向けて照射された光束の反射光束と第２参照光学系からの参照光束との干
渉信号を第２信号として検出するようにしてもよい。この場合、例えば、演算手段は、第
２光学系による第２信号（この場合、干渉信号）のスペクトル強度（スペクトル干渉信号
）を処理することによって、少なくとも角膜部分を含む被検眼の第２ＯＣＴ信号を取得す
るようにしてもよい。例えば、演算手段は、第２ＯＣＴ信号に基づいて、少なくとも角膜
部分を含む被検眼の第２ＯＣＴ画像データを取得するようにしてもよい。
【００２８】
　なお、例えば、ＯＣＴ画像データ（例えば、第１ＯＣＴ画像データ及び第２ＯＣＴ画像
データ）は、被検眼の反射強度特性を示す断面画像データ、被検眼のＯＣＴアンジオ画像
データ（例えば、ＯＣＴモーションコントラスト画像データ）、被検眼のドップラー特性
を示すドップラーＯＣＴ画像データ、被検眼の偏光特性を示す偏光特性画像データ、等の
少なくともいずれかであってもよい。なお、各データは、生成された画像のデータであっ
てもよいし、画像が生成される前の信号データであってもよい。
【００２９】
　例えば、断面画像データは、Ｂスキャン断面画像データであってもよい。また、この場
合、例えば、断面画像データは、三次元断面画像データであってもよい。また、この場合
、例えば、ＯＣＴ画像データは、三次元断面画像データから取得されるＯＣＴ正面（Ｅｎ
ｆａｃｅ）画像データ（例えば、深さ方向に関して積算された積算画像、ＸＹ各位置での
スペクトルデータの積算値、ある一定の深さ方向におけるＸＹ各位置での輝度データ、網
膜表層画像、等）であってもよい。なお、例えば、Ｂスキャン断面画像データは、測定光
を走査ライン（横断位置）に沿ってＸＹ方向のいずれかの方向（例えば、Ｘ方向）に測定
光を走査させることによって取得される断面画像データであってもよい。なお、例えば、
三次元断面画像データは、測定光を二次元的に走査することによって取得される断面画像
データであってもよい。
【００３０】
　例えば、ＯＣＴアンジオ画像データは、二次元ＯＣＴアンジオ画像データであってもよ
い。また、例えば、ＯＣＴアンジオ画像データは、三次元ＯＣＴアンジオ画像データであ
ってもよい。また、例えば、ＯＣＴアンジオ画像データは、三次元モーションコントラス
トデータから取得される正面（Ｅｎｆａｃｅ）モーションコントラストデータであっても
よい。なお、例えば、二次元ＯＣＴアンジオ画像データは、測定光を走査ライン（横断位
置）に沿ってＸＹ方向のいずれかの方向（例えば、Ｘ方向）に測定光を走査させることに
よって取得されるＯＣＴアンジオ画像データであってもよい。なお、例えば、三次元ＯＣ
Ｔアンジオ画像データは、測定光を二次元的に走査することによって取得されるＯＣＴア
ンジオ画像データであってもよい。
【００３１】
　例えば、上記のように、眼鏡装用パラメータ取得装置は、第１光学系が、第１測定光学
系と、第１参照光学系と、第３検出器と、を有し、第３検出器によって干渉信号を検出す
ることで第１信号を取得するようにしてもよい。また、例えば、眼鏡装用パラメータ取得
装置は、第２光学系が、第２測定光学系と、第２参照光学系と、第４検出器と、を有し、
第４検出器によって干渉信号を検出することで第２信号を取得するようにしてもよい。こ
のような構成によって、干渉信号に基づいて、眼鏡装用パラメータを取得することができ
るため、眼鏡フレームを避けた位置での、眼鏡と被検眼との位置関係を精度よく取得する
ことができる。このため、より容易な光学系で精度よく眼鏡装用パラメータを取得するこ
とができる。
【００３２】
　例えば、第１光学系がＯＣＴ光学系である場合、第１光学系は、スプリッタ（光分割器
）（例えば、カップラー１０４）、コンバイナ（光合成器）（例えば、カップラー１０４
）、を備えてもよい。例えば、スプリッタは、光源（例えば、光源１０２）からの光を第
１測定光学系の測定光路と第１参照光学系の参照光路に分割してもよい。例えば、スプリ
ッタ、コンバイナには、例えば、ビームスプリッタ、ハーフミラー、ファイバーカップラ
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、サーキュレータ等を用いてもよい。例えば、コンバイナは、眼鏡レンズ部分で反射され
た第１測定光学系の測定光路からの測定光と、第１参照光学系の参照光路からの参照光と
、を合成（干渉）させてもよい。例えば、第１測定光学系の測定光路には、光スキャナ（
例えば、光スキャナ１０８）が設けられてもよい。例えば、光スキャナは、測定光を眼鏡
レンズ部分上で走査するために用いられてもよい。
【００３３】
　例えば、第２光学系がＯＣＴ光学系である場合、第２光学系は、スプリッタ（光分割器
）（例えば、カップラー１０４）、コンバイナ（光合成器）（例えば、カップラー１０４
）、を備えてもよい。例えば、スプリッタは、光源（例えば、光源１０２）からの光を第
２測定光学系の測定光路と第２参照光学系の参照光路に分割してもよい。例えば、スプリ
ッタ、コンバイナには、例えば、ビームスプリッタ、ハーフミラー、ファイバーカップラ
、サーキュレータ等を用いてもよい。例えば、コンバイナは、被検者眼で反射された第２
測定光学系の測定光路からの測定光と、第２参照光学系の参照光路からの参照光と、を合
成（干渉）させてもよい。例えば、第２測定光学系の測定光路には、光スキャナ（例えば
、光スキャナ１０８）が設けられてもよい。例えば、光スキャナは、測定光を少なくとも
角膜部分を含む被検眼上で走査するために用いられてもよい。
【００３４】
　例えば、眼鏡装用パラメータ取得装置は、眼鏡レンズ部分と少なくとも角膜部分を含む
被検眼との間の距離を決定する設定手段（例えば、制御部７０）を備えていてもよい。こ
の場合、例えば、設定手段は、第１参照光学系と、第２参照光学系と、の光路長差に基づ
いて、眼鏡レンズ部分と少なくとも角膜部分を含む被検眼との間の距離を決定するように
してもよい。なお、眼鏡レンズ部分と少なくとも角膜部分を含む被検眼との間の距離は、
眼鏡レンズ部分と少なくとも角膜部分を含む被検眼との深さ方向における距離であっても
よい。一例としては、例えば、眼鏡レンズ部分と少なくとも角膜部分を含む被検眼との間
の距離は、眼鏡装用距離（ＶＤ）であってもよい。
【００３５】
　例えば、光路長差は、第１参照光学系における光学部材（例えば、参照ミラー１１１）
の位置と、第２参照光学系における光学部材（例えば、参照ミラー１１１）の位置と、に
基づいて、取得されてもよい。例えば、第１参照光学系及び第２参照光学系における光学
部材としては、ミラー、レンズ等であってもよい。この場合、例えば、第１参照光学系に
おける光学部材が移動されて、眼鏡レンズ部分の干渉信号が取得されるように、光路長調
整が行われる。また、例えば、第２参照光学系における光学部材が移動されて、少なくと
も角膜部分を含む被検眼の干渉信号が取得されるように、光路長調整が行われる。例えば
、設定手段は、光路長調整後における第１参照光学系における光学部材の位置と、第２参
照光学系における光学部材の位置と差（光路長差）を求めてもよい。
【００３６】
　このように、例えば、眼鏡装用パラメータ取得装置は、第１参照光学系と、第２参照光
学系と、の光路長差に基づいて、眼鏡レンズ部分と少なくとも角膜部分を含む被検眼との
間の距離を決定する設定手段を備えようにしてもよい。これによって、第１信号及び第２
信号を取得するための光路長調整を行うとともに、その光路長差に基づいて、眼鏡装用パ
ラメータを取得することができるため、眼鏡レンズ部分と少なくとも角膜部分を含む被検
眼との間の距離を容易に精度よく取得することができる。
【００３７】
　なお、本実施形態においては、設定手段は、第１参照光学系と、第２参照光学系と、の
光路長差に基づいて、眼鏡レンズ部分と少なくとも角膜部分を含む被検眼との間の距離を
決定する構成を例に挙げているがこれに限定されない。例えば、設定手段は、第１測定光
学系と、第２測定光学系と、の光路長差に基づいて、眼鏡レンズ部分と少なくとも角膜部
分を含む被検眼との間の距離を決定するようにしてもよい。例えば、第１測定光学系及び
第２測定光学系における光学部材としては、ミラー、レンズ等であってもよい。この場合
、例えば、第１測定光学系における光学部材が移動されて、眼鏡レンズ部分の干渉信号が
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取得されるように、光路長調整が行われる。また、例えば、第２測定光学系における光学
部材が移動されて、少なくとも角膜部分を含む被検眼の干渉信号が取得されるように、光
路長調整が行われる。例えば、設定手段は、光路長調整後における第１測定光学系におけ
る光学部材の位置と、第２測定光学系における光学部材の位置と差（光路長差）を求めて
もよい。
【００３８】
　＜演算手段＞
　例えば、演算手段は、第１光学系による第１信号と、第２光学系による第２信号と、を
演算処理して、眼鏡レンズ部分と少なくとも角膜部分を含む被検眼との断面画像を取得す
るようにしてもよい。
【００３９】
　例えば、演算手段は、断面画像に基づいて、眼鏡装用パラメータを取得するようにして
もよい。このように、断面画像に基づいて、眼鏡装用パラメータを取得することによって
、容易な構成で眼鏡装用パラメータを取得することができる。もちろん、例えば、演算手
段は、ＯＣＴ画像データに基づいて、眼鏡装用パラメータを取得するようにしてもよい。
【００４０】
　なお、本実施形態において、制御手段と、設定手段と、演算手段と、が兼用された構成
であってもよい。また、例えば、制御手段と、設定手段と、演算手段と、が別途それぞれ
設けられている構成であってもよい。もちろん、上記各制御手段は、複数の制御手段によ
って構成されてもよい。
【００４１】
　なお、本開示の技術においては、本実施形態に記載した装置に限定されない。例えば、
上記実施形態の機能を行う眼鏡装用パラメータ取得ソフトウェア（プログラム）をネット
ワーク又は各種記憶媒体等を介して、システムあるいは装置に供給する。そして、システ
ムあるいは装置の制御装置（例えば、ＣＰＵ等）がプログラムを読み出し、実行すること
も可能である。
【００４２】
　＜実施例＞
　以下、典型的な実施例の１つについて、図面を参照して説明する。図１は、本実施例に
係る眼鏡装用パラメータ取得装置の構成について説明するブロック図である。
【００４３】
　例えば、眼鏡装用パラメータ取得装置１は、光コヒーレンストモグラフィーデバイス（
ＯＣＴデバイス）１０によって撮影された断面画像から眼鏡装用パラメータを取得するた
めに用いられる。例えば、眼鏡装用パラメータ取得装置１は、一例として、ＯＣＴデバイ
ス１０、ＣＰＵ（演算制御部）７０と、マウス（操作部）７６と、不揮発性メモリ（記憶
部）７２と、モニタ７５と、から構成される。各部は、バス等を介して演算制御部（制御
部）７０と電気的に接続されている。
【００４４】
　なお、眼鏡装用パラメータ取得装置１には、眼鏡レンズ部分及び少なくとも角膜部分を
被検眼における画像を撮影するためのＯＣＴデバイス１０が接続されている。一例として
、本実施例では、眼鏡レンズ部分及び少なくとも角膜部分を被検眼における断面画像を撮
影するための撮影装置として、光コヒーレンストモグラフィ装置（以下、ＯＣＴデバイス
と記載）１０を例に挙げて説明する。なお、本実施例においては、眼鏡装用パラメータ取
得装置１にＯＣＴデバイス１０が接続されている構成を例としているがこれに限定されな
い。眼鏡装用パラメータ取得装置１にＯＣＴデバイスが一体となった装置であってもよい
。
【００４５】
　例えば、制御部７０は、メモリ７２に記憶されている演算プログラム及び各種制御プロ
グラム等に基づいて各部の動作を制御する。なお、制御部７０、操作部７６、メモリ７２
、モニタ７５として、市販のＰＣ（パーソナルコンピュータ）が持つ演算処理部、入力部
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、記憶部、表示部を用い、市販のＰＣに各種プログラムをインストールするようにしても
よい。
【００４６】
　本実施例におけるＯＣＴデバイス１０は、眼鏡レンズ部分及び少なくとも角膜を含む被
検眼が撮影範囲に収まり、一括で、眼鏡レンズ部分の第１信号及び少なくとも角膜を含む
被検眼の第２信号を取得することが可能な構成を例に挙げて説明する。もちろん、ＯＣＴ
デバイス１０としては、この構成に限定されず、眼鏡レンズ部分及び少なくとも角膜を含
む被検眼を別途それぞれ撮影する構成であってもよい。この場合、例えば、ＯＣＴデバイ
ス１０が眼鏡レンズ部分の第１信号を取得するための第１光学系と、少なくとも角膜を含
む被検眼の第２信号を取得するための第２光学系と、を有し、第１光学系と第２光学系が
切り換えられて、第１信号と第２信号が順に取得される構成であってもよい。また、この
場合、例えば、ＯＣＴデバイス１０が眼鏡レンズ部分の第１信号を取得するための第１光
学系と、少なくとも角膜を含む被検眼の第２信号を取得するための第２光学系と、を有し
、第１光学系と第２光学系によって第１信号と第２の信号が同時に取得される構成であっ
てもよい。なお、本実施例において同時とは略同時を含む。
【００４７】
　例えば、図２は、本実施例に係るＯＣＴデバイス１０の構成について説明する概略構成
図である。以下、図１と図２を用いて装置構成の概略を説明する。例えば、本実施例にお
いて、ＯＣＴデバイス１０は、眼鏡レンズ部分（以下、眼鏡レンズと記載）Ｌ及び少なく
とも角膜部分を被検眼（以下、被検眼と記載）ＥのＯＣＴ画像データを撮影するためのＯ
ＣＴデバイスである。例えば、本実施例においては、ＯＣＴ画像データとして、断面画像
データ（以下、断面画像と記載）が撮影される場合を例に挙げて説明する。例えば、ＯＣ
Ｔデバイス１０は、干渉光学系（ＯＣＴ光学系）１００を備えている。また、例えば、Ｏ
ＣＴデバイス１０は、正面観察光学系２００と、固視標投影ユニット３００と、を備えて
いる。例えば、ＯＣＴデバイス１０は、制御部７０と接続されている。すなわち、眼鏡装
用パラメータ取得装置１は、眼鏡装用パラメータ取得装置１にＯＣＴデバイス１０が接続
された構成を備える。言い換えると、眼鏡装用パラメータ取得装置１は、ＯＣＴデバイス
１０を備える。
【００４８】
　例えば、ＯＣＴ光学系１００は、眼鏡における眼鏡レンズＬ及び被検者における被検眼
Ｅに測定光を照射する。例えば、ＯＣＴ光学系１００は、眼鏡レンズＬ及び被検眼Ｅから
反射された測定光と、参照光との干渉状態を受光素子（検出器１２０）によって検出する
。例えば、ＯＣＴ光学系１００は、眼鏡レンズＬ及び被検眼Ｅ上の撮像位置を変更するた
め、眼鏡レンズＬ及び被検眼Ｅ上における測定光の照射位置を変更する照射位置変更ユニ
ット（例えば、光スキャナ１０８、固視標投影ユニット３００）を備える。例えば、制御
部７０は、設定された撮像位置情報に基づいて照射位置変更ユニットの動作を制御し、検
出器１２０からの受光信号に基づいて断面画像を取得する。
【００４９】
　＜ＯＣＴ光学系＞
　ＯＣＴ光学系１００について説明する。例えば、ＯＣＴ光学系１００は、いわゆる眼科
用光断層干渉計（ＯＣＴ：Optical coherence tomography）の装置構成を持ち、眼鏡レン
ズＬ及び被検眼Ｅの断面画像を撮像する。例えば、制御部７０は、ＯＣＴ光学系１００を
制御することによって、ＯＣＴ信号を取得する。ＯＣＴ光学系１００は、測定光源１０２
から出射された光をカップラー（光分割器）１０４によって測定光（試料光）と参照光に
分割する。そして、ＯＣＴ光学系１００は、測定光学系１０６によって測定光を眼鏡レン
ズＬ及び被検眼Ｅに導き，また、参照光を参照光学系１１０に導く。その後、眼鏡レンズ
Ｌ及び被検眼Ｅによって反射された測定光と，参照光との合成による干渉光を検出器１２
０に受光させる。　
【００５０】
　検出器１２０は、測定光と参照光との干渉信号を検出する。フーリエドメインＯＣＴの
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場合では、干渉光のスペクトル強度（スペクトル干渉信号）が検出器１２０によって検出
され、スペクトル強度データに対するフーリエ変換によってＯＣＴ信号が取得される。
【００５１】
　例えば、フーリエドメインＯＣＴにおいて、スペクトル強度データに対するフーリエ変
換によって取得されたＯＣＴ信号における振幅の絶対値を算出することによって、所定範
囲における深さプロファイル（Ａスキャン信号）が取得される。光スキャナ１０８によっ
て走査された測定光の各走査位置における深さプロファイルを並べることによって、Ｂス
キャン断面画像データ（Ｂスキャン断面画像）が取得される。
【００５２】
　なお、本実施例においては、眼鏡レンズＬの第１信号及び被検眼Ｅの第２信号が１つの
干渉信号に含まれて検出される。これによって、第１信号に基づく第１ＯＣＴ信号と第２
信号に基づく第２ＯＣＴ信号とが含まれたＯＣＴ信号が取得され、ＯＣＴ信号に基づく深
さプロファイル（Ａスキャン信号）が取得される。また、光スキャナ１０８によって走査
された測定光の各走査位置における深さプロファイルを並べることによって、眼鏡レンズ
Ｌ第１信号及び被検眼Ｅの第２信号が含まれる干渉信号に基づく、Ｂスキャン断面画像デ
ータ（Ｂスキャン断面画像）が取得される。
【００５３】
　例えば、フーリエドメインＯＣＴとしては、Spectral-domain OCT（ＳＤ－ＯＣＴ）、S
wept-source OCT（ＳＳ－ＯＣＴ）が挙げられる。また、例えば、Time-domain OCT（ＴＤ
－ＯＣＴ）であってもよい。ＳＤ－ＯＣＴの場合、光源１０２として低コヒーレント光源
（広帯域光源）が用いられ、検出器１２０には、干渉光を各周波数成分（各波長成分）に
分光する分光光学系（スペクトロメータ）が設けられる。スペクトロメータは、例えば、
回折格子とラインセンサからなる。ＳＳ－ＯＣＴの場合、光源１０２として出射波長を時
間的に高速で変化させる波長走査型光源（波長可変光源）が用いられ、検出器１２０とし
て、例えば、単一の受光素子が設けられる。光源１０２は、例えば、光源、ファイバーリ
ング共振器、及び波長選択フィルタによって構成される。そして、波長選択フィルタとし
て、例えば、回折格子とポリゴンミラーの組み合わせ、ファブリー・ペローエタロンを用
いたものが挙げられる。
【００５４】
　光源１０２から出射された光は、カップラー１０４によって測定光束と参照光束に分割
される。そして、測定光束は、光ファイバーを通過した後、空気中へ出射される。その光
束は、測定光学系１０６の他の光学部材、光スキャナ１０８、及び測定光学系１０６の他
の光学部材を介して眼鏡レンズＬ及び被検眼Ｅの少なくとも一方に集光される。なお、本
実施例においては、光束が被検眼の角膜に集光する場合を例に挙げて説明する。そして、
眼鏡レンズＬ及び被検眼Ｅで反射された光は、同様の光路を経て光ファイバーに戻される
。
【００５５】
　光スキャナ１０８は、眼鏡レンズＬ及び被検眼Ｅ上で二次元的に（ＸＹ方向）に測定光
を走査させる。光スキャナ１０８は、瞳孔と略共役な位置に配置される。光スキャナ１０
８は、例えば、２つのガルバノミラーであり、その反射角度が駆動機構５０によって任意
に調整される。
【００５６】
　これにより、光源１０２から出射された光束はその反射（進行）方向が変化され、眼鏡
レンズＬ及び被検眼Ｅ上で任意の位置に走査される。これにより、眼鏡レンズＬ及び被検
眼Ｅ上における撮像位置が変更される。光スキャナ１０８としては、光を偏向させる構成
であればよい。例えば、反射ミラー（ガルバノミラー、ポリゴンミラー、レゾナントスキ
ャナ）の他、光の進行（偏向）方向を変化させる音響光学素子（ＡＯＭ）等が用いられる
。
【００５７】
　参照光学系１１０は、眼鏡レンズＬ及び被検眼Ｅでの測定光の反射によって取得される
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反射光と合成される参照光を生成する。参照光学系１１０は、マイケルソンタイプであっ
てもよいし、マッハツェンダタイプであっても良い。参照光学系１１０は、例えば、反射
光学系（例えば、参照ミラー）によって形成され、カップラー１０４からの光を反射光学
系により反射することにより再度カップラー１０４に戻し、検出器１２０に導く。他の例
としては、参照光学系１１０は、透過光学系（例えば、光ファイバー）によって形成され
、カップラー１０４からの光を戻さず透過させることにより検出器１２０へと導く。
【００５８】
　参照光学系１１０は、参照光路中の光学部材を移動させることにより、測定光と参照光
との光路長差を変更する構成を有する。例えば、参照ミラー１１１が光軸方向に移動され
る。光路長差を変更するための構成は、測定光学系１０６の測定光路中に配置されてもよ
い。
【００５９】
　＜正面観察光学系＞
　例えば、正面観察光学系２００は、被検眼の正面画像データを取得する。なお、正面画
像データは、生成された画像のデータであってもよいし、画像が生成される前の信号デー
タであってもよい。例えば、正面観察光学系２００は、眼鏡レンズ部分（以下、眼鏡レン
ズと記載）及び少なくとも角膜部分を被検眼（以下、被検眼と記載）の正面画像を得るた
めに設けられている。本実施例において、正面観察光学系２００は、例えば、光源から発
せられた測定光（例えば、赤外光）を眼鏡レンズＬ及び被検眼Ｅ上で二次元的に走査させ
る光スキャナと、被検眼瞳孔と略共役位置に配置された共焦点開口を介して眼鏡レンズ又
は被検眼の反射光を受光する第２の受光素子と、を備え、いわゆる眼科用走査型レーザー
検眼鏡（ＳＬＯ）の装置構成を持つ。
【００６０】
　なお、正面観察光学系２００の構成としては、いわゆる眼底カメラタイプの構成であっ
てもよい。また、例えば、赤外光を用いて被検体を撮影する赤外撮影光学系であってもよ
い。また、例えば、ＯＣＴ光学系１００が、正面観察光学系２００を兼用してもよい。す
なわち、正面画像データ（以下、正面画像と記載）は、二次元的に得られた断面画像（Ｏ
ＣＴ正面画像）を形成するデータを用いて取得されるようにしてもよい。
【００６１】
　なお、正面観察光学系２００がＯＣＴデバイス１０等と一体となった構成でなくてもよ
い。この場合、例えば、別途設けられた正面観察光学系２００によって取得された正面画
像データが、ＯＣＴデバイス１０等によって受信されるようにしてもよい。
【００６２】
　＜固視標投影ユニット＞
　例えば、固視標投影ユニット３００は、被検眼Ｅの視線方向を誘導するための光学系を
有する。固視標投影ユニット３００は、被検眼Ｅに呈示する固視標を有し、複数の方向に
被検眼Ｅを誘導できる。
【００６３】
　例えば、固視標投影ユニット３００は、可視光を発する固視灯を有し、視標の呈示位置
を二次元的に変更させる。固視標投影ユニット３００としては、例えば、マトリクス状に
配列された固視灯（例えば、ＬＥＤ等）の点灯位置により固視位置を調整する構成、固視
灯からの光を光スキャナによって走査させ、固視灯の点灯制御により固視位置を調整する
構成、等、種々の構成が考えられる。また、固視標投影ユニット３００は、内部固視灯タ
イプであってもよいし、外部固視灯タイプであってもよい。
【００６４】
　＜制御部＞
　制御部７０は、ＣＰＵ（プロセッサ）、ＲＡＭ、ＲＯＭ等を備える。制御部７０のＣＰ
Ｕは、各構成１００～３００の各部材など、眼鏡装用パラメータ取得装置１全体の制御を
司る。ＲＡＭは、各種情報を一時的に記憶する。制御部７０のＲＯＭには、眼鏡装用パラ
メータ取得装置１の動作を制御するための各種プログラム、初期値等が記憶されている。
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なお、制御部７０は、複数の制御部（つまり、複数のプロセッサ）によって構成されても
よい。
【００６５】
　例えば、制御部７０には、不揮発性メモリ（記憶手段）７２、操作部（コントロール部
）７６、および表示部（モニタ）７５等が電気的に接続されている。不揮発性メモリ（メ
モリ）７２は、電源の供給が遮断されても記憶内容を保持できる非一過性の記憶媒体であ
る。例えば、ハードディスクドライブ、フラッシュＲＯＭ、ＯＣＴデバイス１０、及び、
ＯＣＴ光学系１００に着脱可能に装着されるＵＳＢメモリ等を不揮発性メモリ７２として
使用することができる。
【００６６】
　例えば、メモリ７２には、ＯＣＴ光学系１００による正面画像データおよび断面画像デ
ータの撮影を制御するための撮影制御プログラムが記憶されている。また、メモリ７２に
は、断面画像データから眼鏡装用パラメータを取得することを可能にする演算プログラム
が記憶されている。また、メモリ７２には、走査ラインにおけるＢスキャン断面画像デー
タ、三次元断面画像データ）、正面画像データ（眼底正面画像データ）、断面画像データ
の撮影位置の情報等、撮影に関する各種情報が記憶される。操作部７６には、検者による
各種操作指示が入力される。
【００６７】
　例えば、メモリ７２には、ＯＣＴ光学系１００の光軸に対する、固視標投影ユニット３
００（固視標投影ユニット３００の固視灯）の光軸の位置情報が記憶されている。このよ
うに、ＯＣＴ光学系１００の光軸に対する固視標投影ユニット３００の光軸の位置情報が
記憶されていることによって、ＯＣＴ光学系１００によって取得される断面画像データ及
び正面画像データに対する固視灯の位置を把握することができる。なお、正面観察光学系
２００の光軸に対する固視標投影ユニット３００の光軸の位置情報が記憶されていてもよ
い。
【００６８】
　例えば、操作部７６は、入力された操作指示に応じた信号を制御部７０に出力する。操
作部７６には、例えば、マウス、ジョイスティック、キーボード、タッチパネル等の少な
くともいずれかを用いればよい。
【００６９】
　例えば、モニタ７５は、装置本体に搭載されたディスプレイであってもよいし、本体に
接続されたディスプレイであってもよい。パーソナルコンピュータ（以下、「ＰＣ」とい
う。）のディスプレイを用いてもよい。複数のディスプレイが併用されてもよい。また、
モニタ７５は、タッチパネルであってもよい。なお、モニタ７５がタッチパネルである場
合に、モニタ７５が操作部として機能する。モニタ７５には、ＯＣＴ光学系１００によっ
て撮影された断面画像データおよび正面画像データを含む各種画像が表示される。
【００７０】
　＜断面画像撮影動作＞
　以下、ＯＣＴデバイス１０を用いた一連の撮影動作について説明する。例えば、ＯＣＴ
デバイス１０による断面画像の取得の前準備として、被検者情報（被検者を識別するため
のＩＤ番号、名前、年齢、性別、主訴、コメント等）が入力される。なお、モニタ７５上
には、ＯＣＴ光学系１００によって取得される断面画像、正面観察光学系２００によって
取得される正面画像、各種撮影条件の設定画面、等が表示される。図３は、モニタ７５の
画面上に断面画像と正面画像が表示された場合の一例を示す図である。
【００７１】
　例えば、検者によって操作部７６が操作されて、撮影モードが選択されると、制御部７
０は、撮影モード用の固視灯を点灯させる。なお、以下の説明においては、眼鏡装用パラ
メータとして、撮影モードとして、被検眼が遠方視状態における眼鏡装用パラメータを取
得する場合を例に挙げて説明する。例えば、制御部７０は、固視標投影ユニット３００を
制御し、被検眼を遠方視させるための遠方視用の固視灯を点灯させる。
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【００７２】
　例えば、固視灯が点灯された後、検者は、固視標投影ユニット３００の固視標を注視す
るように被検者に指示した後、図示無き前眼部観察用カメラで撮影される前眼部観察像を
モニタ７５で見ながら、被検眼の瞳孔中心に測定光軸がくるように、操作部７６（例えば
、図示無きジョイスティック）を用いて、アライメント操作を行う。
【００７３】
　例えば、アライメント操作が完了すると、制御部７０は、光スキャナ１０８の駆動を制
御し、眼底上で測定光を所定方向に関して走査させ、走査中に検出器１２０から出力され
る出力信号から所定の走査領域に対応する受光信号を取得して断面画像を形成する。また
、制御部７０は、ＯＣＴ光学系１００を制御し、断面画像を取得すると共に、観察光学系
２００を制御し、眼鏡レンズ及び被検眼の正面像を取得する。そして、制御部７０は、Ｏ
ＣＴ光学系１００によって断面画像、観察光学系２００によって正面画像（正面像）を随
時取得する。これによって、モニタ７５の画面上に断面画像６５と正面画像６０が表示さ
れる。
【００７４】
　例えば、制御部７０は、モニタ７５上に、観察光学系２００によって取得された正面画
像６０、指標２５、断面画像６５、を表示する。指標２５は、正面画像６０上における断
面画像の撮影位置（取得位置）及びスキャンパターンを表す指標である。すなわち、スキ
ャンパターンが変更されると、制御部７０は、変更されたスキャンパターンに基づいて、
指標の表示パターンを変更する。例えば、指標２５は、モニタ７５上の正面画像６０上に
電気的に重畳表示される。例えば、断面画像６５は、指標２５上の切断位置にて取得され
る断面画像を示している。本実施例において、例えば、断面画像６５には、眼鏡レンズ断
面画像６６と被検眼断面画像６７とが含まれている。なお、本実施例において、指標２５
の初期設定として、正面画像６０の中心位置おける横方向のスキャンの断面画像を表示す
る構成としている。もちろん、異なるスキャン位置の断面画像が撮影時に表示されるよう
にしてもよい。
【００７５】
　例えば、被検眼断面画像６７は、眼鏡レンズの断面画像である。例えば、眼鏡レンズ断
面画像６６は、眼鏡レンズ前面断面画像６６ａと、眼鏡レンズ後面断面画像６６ｂと、が
含まれている。なお、眼鏡レンズ断面画像６６は、眼鏡レンズ前面断面画像６６ａと、眼
鏡レンズ後面断面画像６６ｂと、の少なくともいずれかが含まれる断面画像であってもよ
い。なお、本実施例においては、被検眼の断面画像として、被検眼角膜の断面画像が取得
される場合を例に挙げているがこれに限定されない。例えば、断面画像６５には、眼鏡の
フレーム部分等が含まれる構成であってもよい。
【００７６】
　例えば、被検眼断面画像６７は、被検眼の角膜の断面画像である。例えば、被検眼断面
画像６７には、被検眼角膜前面断面画像６７ａと被検眼角膜後面断面画像６７ｂとが含ま
れる。なお、被検眼断面画像６７には、被検眼角膜前面断面画像６７ａと被検眼角膜後面
断面画像６７ｂと、の少なくともいずれかが含まれる断面画像であってもよい。なお、本
実施例においては、被検眼の断面画像として、被検眼角膜の断面画像が取得される場合を
例に挙げているがこれに限定されない。例えば、断面画像６５には、被検眼の水晶体部分
等が含まれる構成であってもよい。
【００７７】
　モニタ７５の画面上に断面画像６５と正面画像６０が表示された後、例えば、検者は、
操作部７６を操作して、最適化制御（例えば、光路長調整、フォーカス調整、偏光調整等
）を実施する。例えば、次に、検者は、操作部７６を操作し、スキャンスキャンパターン
設定欄３５から測定光の走査パターン（ライン、クロスライン、ラスター、サークル、ラ
ジアル等）を選択する。本実施例において、例えば、検者がラインスキャンを選択し、Ｏ
ＣＴ光学系１００によって、断面画像データ（断面画像）を取得する場合を例に挙げて説
明する。もちろん、断面画像を取得する構成としては、ラインスキャンに限定されない。
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【００７８】
　次いで、走査位置を設定する。例えば、検者は、リアルタイムで観察されるモニタ７５
上の正面画像６０から検者の撮影したい断面画像６５の位置を設定する。ここで、検者は
、操作部７６を用いて、ドラッグ操作を行うことによって、正面画像６０に対して指標２
５を移動させていき、走査位置を設定する。
【００７９】
　検者によって指標２５が正面画像６０に対して移動されると、制御部７０は、随時走査
位置の設定を行い、これに対応する走査位置の断面画像を取得する。そして、取得された
断面画像を随時モニタ７５の表示画面上に表示する。また、制御部７０は、操作部７６か
ら出力される操作信号に基づいて測定光の走査位置を変更すると共に、変更された走査位
置に対応する表示位置に指標２５を表示する。
【００８０】
　検者によって、スキャンパターンや走査位置等が設定され、図示無き撮影スイッチが選
択されると、制御部７０は、設定された走査位置に基づいて、正面画像及び断面画像の取
得を行う。
【００８１】
　図示無き撮影スイッチが選択されると、例えば、制御部７０は、正面画像６０上に設定
された指標２５の表示位置に基づいて、指標２５の位置に対応する眼鏡レンズ及び被検眼
の断面画像が得られるように、光スキャナ１０８を駆動させて測定光を走査させる。なお
、指標２５の表示位置（モニタ７５上における座標位置）と光スキャナ１０８による測定
光の走査位置との関係は、予め定まっているので、制御部７０は、設定した指標２５の表
示位置に対応する走査範囲に対して測定光が走査されるように、光スキャナ１０８の２つ
のガルバノミラーを適宜駆動制御する。例えば、制御部７０は、測定光の走査中に検出器
１２０から出力される出力信号から所定の走査領域に対応する干渉信号を取得する。制御
部７０は、取得した干渉信号をフーリエ変換処理して、断面画像を取得する。
【００８２】
　また、制御部７０は、正面観察光学系２００を制御し、正面画像を取得する。また、例
えば、制御部７０は、撮影された断面画像と共に、撮影情報（固視位置情報、撮影部位情
報、左右眼情報、等）、選択範囲情報（走査パターン、走査位置、走査範囲、等）をメモ
リ７２に記憶する。以上のようにして、ＯＣＴデバイス１０によって断面画像が取得され
る。
【００８３】
　＜眼鏡装用パラメータ取得＞
　例えば、断面画像が取得されると、制御部７０は、断面画像を解析して眼鏡装用パラメ
ータを取得する。図４は、取得された断面画像６５の解析処理について説明する図である
。なお、本実施例においては、断面画像を解析処理し、眼鏡装用パラメータとして眼鏡装
用距離（ＶＤ）を取得する場合を例に挙げて説明する。もちろん、眼鏡装用パラメータが
ＶＤに限定されない。
【００８４】
　例えば、制御部７０は、取得した断面画像を画像処理（例えば、エッジ検出）して、眼
鏡レンズを検出する。また、例えば、制御部７０は、取得した断面画像を画像処理して、
被検眼を検出する。例えば、制御部７０は、検出した眼鏡レンズと被検眼に基づいて、眼
鏡レンズから被検眼までの距離を測定し、ＶＤを算出する。
【００８５】
　より詳細に説明する。例えば、制御部７０は、断面画像６５の輝度レベルを検出する。
例えば、制御部７０は、断層画像６５の輝度レベルを検出し、断面画像６５上における所
定の部分を検出する。例えば、本実施例においては、制御部７０は、断層画像６５の輝度
レベルを検出し、眼鏡レンズと被検眼を検出する。例えば、制御部７０は、眼鏡レンズを
検出する場合、断面画像６５における眼鏡レンズ断面画像６６を検出することによって、
眼鏡レンズを検出する。また、例えば、制御部７０は、被検眼を検出する場合、断面画像
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６５における被検眼断面画像６７を検出することによって、被検眼を検出する。なお、本
実施例において、例えば、ＶＤとしては、眼鏡レンズ後面部分（例えば、眼鏡レンズ後面
断面画像６６ｂ）から被検眼の角膜前面（被検眼角膜前面断面画像６７ａ）までの距離を
検出することで取得される。すなわち、制御部７０は、断面画像６５から輝度レベルを検
出し、眼鏡レンズ後面断面画像６６ｂ及び被検眼角膜前面断面画像６７ａを検出する。
【００８６】
　例えば、本実施例において、ＶＤを取得する場合、断面画像６５の中心位置におけるＶ
Ｄを取得する場合を例に挙げて説明する。例えば、制御部７０は、断面画像６５の中心位
置を通る走査線Ｓ１の輝度分布を取得し、ＶＤを取得する。なお、本実施例においては、
断面画像６５を取得する際に、固視灯によって断面画像６５の中心位置に角膜頂点位置が
一致するように位置合わせされているため、断面画像６５の中心位置には、被検眼の角膜
頂点位置６８の断面画像が取得されている。すなわち、本実施例において、ＶＤは、眼鏡
レンズから被検眼の角膜頂点位置までの距離として取得される。もちろん、ＶＤは、眼鏡
レンズから被検眼の角膜頂点位置までの距離に限定されない。例えば、ＶＤは、眼鏡レン
ズから被検眼の角膜頂点位置周辺までの距離であってもよい。
【００８７】
　例えば、制御部７０は、断面画像６５の中心位置を通る走査線Ｓ１の輝度分布を取得し
、取得した輝度分布から眼鏡レンズ後面断面画像６６ｂ及び被検眼角膜前面断面画像６７
ａを検出する。図５は、断面画像６５において眼鏡レンズ側から被検眼側に向かって輝度
レベルを検出することで取得される輝度分布を示す例である。
【００８８】
　例えば、輝度分布９５において、眼鏡レンズが存在する部分においては、眼鏡レンズに
よって反射された測定光と参照光との干渉光が検出されるため、眼鏡レンズが対応する輝
度の上昇（例えば、ピーク）が現れる。また、例えば、取得された輝度分布９５において
、眼鏡レンズが存在する部分においては、眼鏡レンズによって反射された測定光と参照光
との干渉光が検出されるため、眼鏡レンズが対応する輝度の上昇（例えば、ピーク）が現
れる。
【００８９】
　例えば、制御部７０は、輝度分布９５からピーク部分を検出していくことによって、眼
鏡レンズ後面断面画像６６ｂ及び被検眼角膜前面断面画像６７ａを検出する。本実施例に
おいて、例えば、輝度分布９５では、眼鏡レンズ前面断面画像６６ａ、眼鏡レンズ後面断
面画像６６ｂ、被検眼角膜前面断面画像６７ａ、被検眼角膜後面断面画像６７ｂの順序で
ピークが検出できる。
【００９０】
　例えば、制御部７０は、輝度分布９５からピーク部分を検出する。図５において、例え
ば、制御部７０は、４つのピーク（眼鏡レンズ前面断面画像６６ａ、眼鏡レンズ後面断面
画像６６ｂ、被検眼角膜前面断面画像６７ａ、及び被検眼角膜後面断面画像６７ｂのそれ
ぞれのピーク）を検出することができる。例えば、制御部７０は、検出した４つのピーク
の内、２つ目のピークを眼鏡レンズ後面断面画像６６ｂとして検出する。また、例えば、
制御部７０は、検出した４つのピークの内、３つ目のピークを被検眼角膜前面断面画像６
７ａとして検出する。なお、ピークを検出する場合、例えば、設定された閾値を超えるか
否かを判定することによって、ピークを検出するようにしてもよい。例えば、閾値は、予
め、実験やシミュレーション等によって算出されるようにしてもい。例えば、閾値は、ノ
イズを除去でき、眼鏡レンズ及び被検眼を検出できる閾値であればよい。
【００９１】
　例えば、制御部７０は、検出した眼鏡レンズ後面断面画像６６ｂ及び被検眼角膜前面断
面画像６７ａの位置の差を算出し、ＶＤを取得する。なお、例えば、制御部７０は、眼鏡
レンズ後面断面画像６６ｂ及び被検眼角膜前面断面画像６７ａの座標位置（例えば、画素
位置）の差からＶＤを算出するようにしてもよい。もちろん、ＶＤの算出は上記の方法に
限定されず、眼鏡レンズ後面断面画像６６ｂ及び被検眼角膜前面断面画像６７ａの位置に
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基づいて算出される構成であればよい。例えば、取得されたＶＤは、メモリ７２に記憶さ
れる。以上のようにして、遠方視状態における眼鏡装用パラメータが取得される。取得さ
れた眼鏡パラメータは、最適な累進レンズの選択、カスタムレンズの作製等に用いられる
。
【００９２】
　なお、本実施例においては、遠方視状態における眼鏡装用パラメータを取得する場合を
例に挙げて説明したがこれに限定されない。例えば、近方視状態における眼鏡装用パラメ
ータも遠方視状態と同様にして取得することができる。この場合、例えば、検者によって
操作部７６が操作され、撮影モードとして近方視状態の眼鏡装用パラメータを取得するモ
ードが選択される。例えば、制御部７０は、固視標投影ユニット３００を制御し、被検眼
を近方視させるための近方視用の固視灯を点灯させる。この状態で、断面画像を取得し、
取得した断面画像を解析処理することによって、近方視状態における眼鏡装用パラメータ
を取得することができる。
【００９３】
　このように、本実施例において、例えば、眼鏡装用パラメータ取得装置は、被検者の眼
鏡装用パラメータを測定するための眼鏡装用パラメータ取得装置であって、被検者によっ
て装用された眼鏡に向けて光束を照射して、眼鏡レンズ部分の第１信号を取得するための
第１光学系と、眼鏡を装用した被検者に向けて眼鏡を介して光束を照射して、少なくとも
角膜部分を含む被検眼の第２信号を取得するための第２光学系と、を備える。また、例え
ば、眼鏡装用パラメータ取得装置は、第１光学系による第１信号と、第２光学系による第
２信号と、を演算処理して、被検者の眼鏡装用パラメータを取得する演算手段を備える。
これによって、例えば、眼鏡フレームが邪魔となることを抑制し、眼鏡と被検眼との位置
関係の情報を精度よく取得することができ、好適に眼鏡装用パラメータを算出することが
できる。
【００９４】
　また、例えば、眼鏡装用パラメータ取得装置は、第１光学系が、第１光学系の一部の光
路を共用する第１測定光学系と、第１参照光学系と、第１測定光学系を介して前記眼鏡に
向けて照射された光束の反射光束と前記第１参照光学系からの参照光束との干渉信号を検
出する第３検出器と、を備え、第３検出器によって干渉信号を検出することで第１信号を
取得するようにしてもよい。また、例えば、眼鏡装用パラメータ取得装置は、第２光学系
が、第２光学系の一部の光路を共用する第２測定光学系と、第２参照光学系と、第２測定
光学系を介して被検者に向けて照射された光束の反射光束と第２参照光学系からの参照光
束との干渉信号を検出する第４検出器と、を備え、第４検出器によって干渉信号を検出す
ることで第２信号を取得するようにしてもよい。このような構成によって、干渉信号に基
づいて、眼鏡装用パラメータを取得することができるため、眼鏡フレームを避けた位置で
の、眼鏡と被検眼との位置関係を精度よく取得することができる。このため、より容易な
光学系で精度よく眼鏡装用パラメータを取得することができる。
【００９５】
　また、例えば、演算手段は、第１光学系による第１信号と、第２光学系による前記第２
信号と、を演算処理して、眼鏡レンズ部分と少なくとも角膜部分を含む被検眼との断面画
像を取得するようにしてもよい。また、演算手段は、断面画像に基づいて、眼鏡装用パラ
メータを取得するようにしてもよい。このように、断面画像に基づいて、眼鏡装用パラメ
ータを取得することによって、容易な構成で眼鏡装用パラメータを取得することができる
。
【００９６】
　＜変容例＞
　なお、本実施例においては、画像処理することによって眼鏡レンズと被検眼とが検出さ
れて、眼鏡装用パラメータが取得される構成を例に挙げて説明したがこれに限定されない
。計測部分が特定されてもよい。眼鏡レンズ部分と被検眼とが検者によって選択されて、
眼鏡装用パラメータが取得されるようにしてもよい。例えば、断面画像上の任意の２点（
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眼鏡レンズの前面位置と被検眼の角膜頂点位置）が操作部７６の操作（例えば、クリック
）を介して選択される。例えば、制御部７０は、指定された２点間の距離を眼鏡装用パラ
メータとして取得するようにしてもよい。
【００９７】
　なお、本実施例においては、断面画像６５から１つの走査線Ｓ１における輝度分布を取
得し、ＶＤを取得する構成を例に挙げて説明したがこれに限定されない。例えば、断面画
像６５において、複数の位置における輝度分布を取得し、複数のＶＤを取得するようにし
てもよい。この場合、例えば、各走査線によってそれぞれ取得されたＶＤの平均値を取得
することによって、ＶＤを取得するようにしてもよい。
【００９８】
　なお、本実施例においては、断面画像６５を取得し、断面画像６５に基づいて、眼鏡装
用パラメータを取得する構成を例に挙げて説明したがこれに限定されない。例えば、制御
部７０は、第１参照光学系と、第２参照光学系と、の光路長差に基づいて、眼鏡レンズ部
分と少なくとも角膜部分を含む被検眼との間の距離を決定するようにしてもよい。この場
合、例えば、ＯＣＴデバイス１０は、眼鏡レンズと被検眼との信号を別途それぞれ取得す
るようにしてもよい。例えば、制御部７０は、参照ミラー１１１を制御して、眼鏡レンズ
の第１信号が取得されるように参照ミラー１１の位置の調整を行う。また、例えば、制御
部７０は、参照ミラー１１１を制御して、被検眼の第２信号が取得されるように参照ミラ
ー１１の位置の調整を行う。例えば、制御部７０は、眼鏡レンズの第１信号を取得するた
めの参照ミラー１１１の位置と、被検眼の第２信号を取得するための参照ミラー１１１の
位置と、の光路長差に基づいて、ＶＤを取得するようにしてもよい。このように、例えば
、第１信号及び第２信号を取得するための光路長調整を行うとともに、その光路長差に基
づいて、眼鏡装用パラメータを取得することができるため、眼鏡レンズ部分と少なくとも
角膜部分を含む被検眼との間の距離を容易に精度よく取得することができる。
【００９９】
　なお、本発明においては、本実施例に記載した装置に限定されない。例えば、上記実施
例の機能を行う眼鏡装用パラメータ取得ソフトウェア（プログラム）をネットワークや各
種記憶媒体を介して、システムあるいは装置に供給する。そして、システムあるいは装置
のコンピュータ（例えば、ＣＰＵ等）がプログラムを読み出し、実行することも可能であ
る。
【符号の説明】
【０１００】
　１　眼鏡装用パラメータ取得装置
　１０　光コヒーレンストモグラフィーデバイス
　１５　表示部
　７０　ＣＰＵ
　７２　メモリ
　７５　モニタ
　７６　操作部
　１００　ＯＣＴ光学系
　１０２　測定光源
　１２０　検出器
　２００　正面観察光学系
　３００　固視標投影ユニット
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